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　みなさん、こんにちは。
この本を手にとってくださってありがとうございます。
　MySQLといえば、世界でもっとも使われているオープンソースデータベースで
す。今や、ウェブサイトでもっとも活用されているデータベースであると言ってもい
いでしょう。例えば、みなさんが普段使っていることも多い、Facebook、YouTube、
Wikipedia、ニコニコ動画などをはじめとした多くのウェブサイトで、MySQLは利用
されています。すでにMySQLなしでは、わたしたちの普段の生活も困難になってきて
いるとさえいえる状況です。
　MySQLの特長は、高いパフォーマンス、数メガバイト単位からテラバイト単位まで
対応する拡張性、Linux、Windows、MacOSなどの複数のプラットフォームに対応し、
PHP、Ruby、Python、Perl、Java、Cといったさまざまなコンピューター言語からの
接続性、高い堅牢性、信頼性、安全性、そして、簡単に無償で入手できることです。
このため、MySQLは、データベースを学ぶ人にとって、もっとも役に立つソフトウェ
アの1つとなっています。
　今回、個人で学びやすくできるように、急速に情報や環境が充実したWindows上で
のMySQLをベースにして、データベース、Webアプリケーションについて、学ぶきっ
かけとなるように、編集部と相談し、構成しました。
　特に、データベースを学びたい、あるいは、ウェブサイト構築をしたいという初心
者のみなさんに、インストール方法から、データベースの利用方法、Webアプリケーショ
ンの構築まで、わかりやすく紹介した書籍となっています。そして、さらに深く学び
たい方には、ステップアップに役立つ情報を提供しています。
　ぼくがMySQLを知ってから、すでに10年以上の年月が過ぎています。そのころは、
MySQLに関する書籍もほとんどなく、情報を入手するために苦労していたことを思い
出します。当初は、ユーザーとして関わり、次にビジネスとして販売し、今は、また再び、
ユーザーとして、主に初心者の方々に、MySQLに関する情報をセミナーで話をしてい
ます。この本には、それらの活動で気がついたこと、学んだことをできる限り取り入
れています。
　この本の執筆にあたり、MySQLユーザー会の山崎 由章さん、梶山 隆輔さん、渡部 
亮太さん、奥野幹也さん、木村明治さんには、アドバイス、フィードバックをいただ
きました。編集の高橋さん、土屋さんにも大変お世話になりました。みなさん、あり
がとうございました。

2014年10月
赤井 誠

まえがき



　本書では、Windows 8.1にMySQL Community Server 5.6をインストールし、MySQL
によるリレーショナルデータベースの操作方法を解説しています。第1章では、データ
やデータベースとは何かといった、基本的な概念を解説し、第2章ではMySQLのイン
ストール、第3章から第5章までは、データベースの作成、テーブルの作成、検索、削
除、更新といったリレーショナルデータベースの操作を実習していきます。初めてデー
タベースに取り組む方は、第1章から順に読み進めてください。
　第6章は、より実践的なMySQLサーバーの利用方法の事例として、Webアプリケーショ
ンからPHPスクリプトによるデータベースの操作を行います。最後の第7章は、データベー
スの管理に必要な、バックアップ／リストアの基礎知識の解説と実際の操作を行います。
　第1章から第5章までが基礎編、第6章と第7章は実践編といった位置づけになります。

操作上の表記
　本書では、コマンドラインでの操作方法を次のように表現しています。

GNU General Public License（GPL）について
　MySQLは、GNU General Public License（GPL、GNU一般公有使用許諾契約書）によっ
て保護されています。詳細は、以下のURLを参照してください。

http://www.gnu.org/licenses/old-licenses/gpl-2.0.ja.html

実行環境
　本書は、以下のソフトウェアを利用して執筆されています。

Windows 8.1 64ビット版／ 32ビット版
IIS 8.5
MySQL Community Server 5.6
MySQL Installer 5.6.21
PHP 5.5.11

本書の読み方

mysql> CREATE DATABASE dekirusample;z
Query OK, 1 row effected (0.00 sec)

mysql>

列名やテーブル名は、 
小文字で表記しています

入力部分は、太字で表記し、 
最後にzマークを入れています

予約語は、 
大文字で表記しています

http://www.gnu.org/licenses/old-licenses/gpl-2.0.ja.html


他のOS環境への対応
　本書は、Windows 8.1 64ビット版／ 32ビット版に合わせた設定を行っています。
Windows 7 SP1では、アプリケーション起動時の操作上の違いがありますが、プログ
ラムの実行には支障はありません。その他のWindows環境、Linux、MacOSでの動作
は保証いたしません。必ず、本書に記述された手順にしたがって読み進めてください。

ご質問をお送りいただく前に
　本書の内容についてご質問をお送りいただく前に、弊社の書籍紹介ページ「http://
book.impress.co.jp/books/1114101017」からたどれる「正誤表」をご確認ください。
これまでに判明した正誤があれば、「お問い合わせ／正誤表」タブのページに正誤表
が表示されます。

本書の内容に関するご質問方法と免責事項
　本書の内容に関するご質問は、返信用切手を同封した封書もしくはメールにてお受
けいたします（電話、FAXでのご質問には対応しておりません）。本文に、書籍名、
ご質問のページ番号、ご質問内容、パソコンのメーカー名および機種名、Windowsオ
ペレーシングシステムのバージョン、64ビット／ 32ビット版、インターネットへの接
続環境など、できる限り詳細に明記の上、お送りください。
　ただし、お客様固有の環境に依存するご質問や、編集部で現象が確認できない場合、
インターネット上の情報が更新され、代替するものがない場合など、確実な解決方法
をご提示できないこともあります。また、回答作成のための調査に時間がかかる場合
もあり、回答期限のお約束はできません。本書の内容およびご質問の回答は、お客様
の問題解決を保証するものではないことを、あらかじめご了承ください。

●読者の皆様のお問い合わせ先
　インプレスカスタマーセンター
　〒101-0051  東京都千代田区神田神保町一丁目105番地
　info@impress.co.jp

http://book.impress.co.jp/books/1114101017%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%9F%E3%81%A9%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%80%8C%E6%AD%A3%E8%AA%A4%E8%A1%A8%E3%80%8D%E3%82%92%E3%81%94%E7%A2%BA%E8%AA%8D%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://book.impress.co.jp/books/1114101017%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%9F%E3%81%A9%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%80%8C%E6%AD%A3%E8%AA%A4%E8%A1%A8%E3%80%8D%E3%82%92%E3%81%94%E7%A2%BA%E8%AA%8D%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
mailto:info@impress.co.jp
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第1章
データベースとMySQLを 

知ろう

MySQLを使っていろいろなデータを取り扱う前に、まず、データ
やデータベースとはいったい何なのかを説明します。また、
MySQLの概要について簡単に学ぶことにします。

●この章の内容
1-1	 データベースってなに？･････････････････････ 14
1-2	 リレーショナルデータベースってなに？･･･････ 16
1-3	 MySQL ってなに？･･････････････････････････ 20
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データベースの基礎知識

「データベース」は、大量のデータを保存して
いくための貯蔵庫です。今やデータベースを使
わないで生活できることはほとんどありません。
例えば、みなさんも、スマートフォンの電話帳や、
会社の名簿など、多くのデータを管理している
データベースを使っているのではないでしょう

か？
ここではまず、データベースとは何なのかを

学びます。そして、データベースのデータを管
理し、データを追加・更新・削除・検索できる
よ う に す る「 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

（DBMS）」について学びます。

データベースってなに？1-1

データベースはデータの貯蔵庫

そもそも、「データベース」の「データ」とは何でしょうか？　JIS（日本工業規格）では、
「データとは、情報の表現であって、伝達、解釈または処理に適するように形式化され、
再度情報として解釈できるもの」と定義しています。例えば、観測された温度や雨量、
万歩計の歩数、スマートフォンの電話番号など、JISの定義に従えば、こうしたものが
データといえそうです。

それでは、「データベース」とは、いったいどういうものなのでしょうか？ 
Wikipediaでは、次のように定義されています。

「データベース（英: database、DB）は、特定のテーマに沿ったデータを集めて管理し、
容易に検索・抽出などの再利用をできるようにしたもの。 狭義には、コンピュータによっ
て実現されたものを言う」

本書では、データベースを狭義の意味である、「コンピュータ」上に実現されたもの
として話を進めていきます。

データベースを一言で説明すると、「大量のデータを保存していくための貯蔵庫」で
す。貯蔵庫ですから、「必要になったものがどこに保存されているか」がすぐにわから
なくてはなりません。また、新しくデータを保存したり、削除したりするときも、簡単
に行える必要があります。そして、もちろん、その貯蔵庫はしっかりと管理する必要
があります。

先のスマートフォンの電話帳の例でいえば、人の名前、電話番号、メールアドレス
などをまとめた「電話帳データベース」ということになります。
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1-1　データベースってなに？

効率よくデータを蓄える方法

ユーザーが、データベースからデータを追加・更新・削除・検索できる機能を提供
し、そこに保存されている大量のデータを管理するソフトウェアのことを、データベー
ス管理システム（DBMS：データベース マネジメント システム）といいます。

データベースとDBMSを総称して、データベースと呼ぶ場合もあります。本書でも、
そのように使用します。

効率よくデータを蓄える方法に基づいて、データベースには、さまざまな種類があ
ります。データベースが利用され始めた当初は、多数のデータをツリー状の構造で
階層化して管理する階層型データモデルやデータ同士の関係をネットワーク的に表す
ネットワークデータモデルを採用するデータベースが利用されることが多くありまし
た。また、カード型データベース、オブジェクト指向データベースといったデータベー
スも開発されました。しかし、現在では、リレーショナルデータベースが、圧倒的に
広く普及し、利用されています。なぜなら、データベースの構造が表形式で非常に理
解しやすく（実際のシステム上での管理されるデータは複雑です）、また、データベー
スを操作するための言語SQLが標準化され、ある程度どのようなリレーショナルデー
タベースでも同じように利用できるようになったこと、さらに、IBMをはじめとして多
くの企業が積極的に普及に取り組んだなどの理由などが考えられます。

データベースを
使うユーザーは、
データをいろい
ろ利用できる

追加

削除

検索

更新データ
ベース

サーバー
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リレーショナルモデルの基礎知識

リレーショナルデータベースっ
てなに？

1-2
リレーショナルデータベース（RDB：Relational 

Database）は、エドガー・F・コッド（当時IBM）が
開発したリレーショナルモデルという考え方に
基づいて、設計、開発されるデータベースで
す。リレーショナルデータベースを管理するた
めのソフトウェアをリレーショナルデータベー

ス管理システム（RDBMS）と呼びます。本書
で紹介するMySQL以外にも、商用データベース
であるOracle DatabaseやMicrosoft SQL 
Server、オープンソースデータベースである
PostgreSQLなどのたくさんのリレーショナル
データベース管理システムがあります。

テーブルにデータを格納する

リレーショナルデータベース（RDB）では、データをテーブル（表）の形の構造で
扱います。RDBは、複数のテーブルの集合体として構成されます。

RDBの中にあるそれぞれのテーブルは、他のテーブルと関連を持ちます。1つのテー
ブルから必要な情報を切り出したり、関連する複数のテーブルを組み合わせたりした
結果のデータも、やはりテーブルで表されます。

このようにデータの構造（関係、リレーション）をテーブルの形で表すのがRDBと
RDBMSの特徴です。
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1-2　リレーショナルデータベースってなに？

学籍番号 氏名 所属学科

10011 赤井誠 情報工学

10012 高橋正和 機械工学

10013 山本陽一 電気工学

テーブルの行と列

テーブルは、行（row）と列（column）から構成されます。1件のデータを1つの行とします。
例えば、図のように学籍番号、氏名、所属学科といった項目がある大学の名簿のテー

ブルを作成するとします。このとき、学籍番号、氏名、所属学科が、列です。そして、
右方向のデータが行になります。

列は、行を構成する個々のデータを切り分ける単位です。図のテーブルには「学籍
番号」、「氏名」「所属学科」という3つの列があることになります。行は、関連するデー
タの集まりです。図の例では「学籍番号」、「指名」、「所属学科」の3つの列が集まり、
1件の行が構成されます。

なお、RDBによっては、列のことをフィールド、行のことをレコードとも呼びます。

次のページに続く

行

このレッスンの冒頭にも書かれていますが、リレー
ショナルデータモデルという考え方は、当時IBMのサ
ンホセ研究所に所属していた、エドガー・コッド（Edgar 
F.Codd）氏が、1970年6月に"Commnications of 
the ACM"という雑誌に掲載した論文、"A Relational 
Model of Data for Large Shared Data Banks"

（Communications of the ACM, Vol.13, No.6, pp. 
377-387）が元になっています。この当時は、まだ
データベースという言葉が一般的ではなく、データバ
ンク（Data Bank）という用語が使われています。こ
のあと、IBMではSystem Rプロジェクト、カリフォル
ニア大学のバークレー校では、INGRESプロジェクト
など、RDBMSのプロトタイプの開発が行われました。

リレーショナルデータモデルの誕生
HINT!

列
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第1章　データベースとMySQLを知ろう

Excelの表との違い

テーブルは、Microsoft Excelの表をイメージするとわかりやすくなります。そのため、
一部のRDBMSではExcelのワークシートのようなデータ入力ツールを提供しているほ
どです。例えば、MySQLでは、テーブル形式でデータを入力できるプログラムとして、
MySQL for ExcelというMicrosoft Excelへのプラグインとして提供されています。こ
れを利用すると、Excelのワークシート形式でテーブルへデータ入力できるようになっ
ています。

しかし、RDBMSが実際にコンピュータ上にデータを保存する形式は、Excelのよう
な表形式ではないことも同時に理解しておいてください。あくまでデータの関係をテー
ブルとして表現するわけです。テーブルから取り出したデータもテーブルの形になり
ます。

SQL文で問い合わせる

リレーショナルデータベースにアクセスして、データの操作や定義を行うときは、
SQL（エスキューエルあるいはシーケル）と呼ばれるデータベース言語を利用します。

SQLは、ANSI（アメリカ規格協会）やISO（国際標準化機構）、日本工業規格（JIS）
が規格化しているものです。MySQL以外にも、Oracle DatabaseやMicrosoft SQL 
ServerなどのRDBMSでもほぼ同じように利用できます。

SQLは、英語によく似た構文を持っているため、初歩的な英語を読むことができれば、
簡単に理解できます。

テーブルはExcelの表に
似ている
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1-2　リレーショナルデータベースってなに？

主なリレーショナルデータベース

主なリレーショナルデータベースには、下の表のようなソフトウェアがあります。
本書で取り上げるMySQLは、商用データベースと比較してもそん色ない機能を持ち

ながらも、無償で利用することができるリレーショナルデータベースです。そのため、
データベースを学習するには、最適なソフトウェアの1つです。

さらに、MySQLを利用した本番システムを構築する場合には、必要に応じて、有償
でサポートを得ることができることも強みです。

名称 特徴

Oracle Database
Oracle社が開発するデータベース。企業での基幹システ
ムで利用されることが多い

MySQL
高速で使いやすさに定評のある、世界で最も利用されて
いるオープンソースのデータベース

Microsoft SQL Server 
Microsoft社が開発するデータベース。Windows環境
でシェアが高く、使いやすさに評判が高い

PostgreSQL
MySQLと並び世界で利用されているオープンソースの
データベース

DB2
IBM社が開発するデータベース。メインフレームや商用
UNIX環境でのシェアが高く、堅牢性に定評がある

主なリレーショナル
データベース



20

MySQLの特徴

MySQL ってなに？1-3
MySQL（マイエスキューエル、海外では、マ

イシーケルと呼ぶ場合もあります）は、世界で
最もよく利用されているオープンソースのデー
タベースの1つです。特に、Facebookをはじめ
としたWebサイトで利用されることが多いデー
タベースです。

本 書 が 取 り 上 げ るWindowsだ け で な く、
LinuxやMacOS、商用UNIXなど多くのプラッ
トフォームをサポートしています。さらにイン
ストールも非常にシンプルで簡単である一方、
安定性、信頼性などのデータベースとして欠か
すことができない機能を提供しています。

MySQLの歴史

MySQLは、Monty Wideniusによって開発が開始され、1995年にMySQL 1.0がリリー
スされました。後にMySQL AB（ABとは「株式会社」の意味）の共同創立者となる
David Axmarkの勧めによって、ソースコードが公開されることになりました。これが、
1996年のことです。

MySQLというと最近流行ってきたデータベースという印象を持つ人がいるかもしれ
ませんが、およそ20年の歴史があることなります。90年代後半からのインターネット
の世界的な普及に対応して、高速で使いやすいデータベースとして普及してきました。

2000年に彼らは、MySQLを開発し推進する体制を整えるために、MySQL ABを設
立しました。その後、米国や日本にも現地法人を設立するなど、MySQLの一層の普及
とともに、事業も拡大していくことになります。その後、2008年にサンマイクロシス
テムズ社に買収され、さらに、2009年には、サンマイクロシステムズ社がOracle社に
買収され、現在は、Oracle社の事業部門として活動しています。
「MySQL」という名前の由来は明らかではありません。Montyの娘さんの名前がMy

であるため「MySQL」になったといわれています。MySQLの基本ディレクトリおよ
び多数のライブラリやツールに「my」というプリフィックスが使われていることも、
名前の由来となったという話があります。

かわいらしいと人気の高いMySQLのロゴであるイルカの名前は「Sakila」です。
Sakilaという名前は、アフリカのスワジランド出身のオープンソース開発者Ambrose 
Twebazeが提案し、MySQL ABの創設者が選んだものです。
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1-3　MySQL ってなに？

世界中で使われるMySQL

現在、MySQLのダウンロード数は1000万人を超えています。商用RDBである
Oracle Databaseに続き、世界で2番目に利用されているデータベースの1つに成長し
ています（http://db-engines.com/en/ranking）。特に、Facebook、Yahoo!、Google、
YouTube、mixiなどのWebサイトのデータベースとして広く利用されているのはよく
知られています。国内においては、ソニー、東京ガスといった大企業が社内システム
に利用していることを発表しています。

MySQLには多くの特徴があります。その中でも大きな特徴の1つは、オープンソー
スライセンスと商用ライセンスの両方を持つことです。MySQLのソースコードは、オー
プンソースライセンスの1つであるGPL（GNU Public License）に基づいて公開されて
います。GPLに基づいていれば、自由にユーザーは配布、利用することができます。また、
企業によっては、ソースコードを公開にしない商用ライセンスが好まれる場合があり
ます。この場合は、商用ライセンスを利用することができます。

著名なMySQLユーザー

・Google	 ・Facebook	 ・YouTube
・Yahoo!	 ・Wikipedia	 ・Twitter
・WordPress	 ・Amazon.com	 ・アメーバブログ
・楽天市場	 ・ニコニコ動画	 ・mixi
・はてな	 ・モバゲー	 ・食べログ

注意 本書で利用するMySQL Community Serverは、GPL 
(GNU Public License) ライセンスで配布されているため、
使用する場合はGPLライセ ンスの規約に従う必要があります。

http://db-engines.com/en/ranking
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商用版とコミュニティ版

MySQLには、商用版とコミュニティ版があります。
コミュニティ版であるMySQL Community Serverは、無償でダウンロードして利用

できます。世界規模のアクティブなコミュニティによりサポートされます。本書で紹
介するのは、無償で利用できるMySQL Community Serverです。

企業や政府、自治体などでは、MySQLコミュニティによる以上のサポートが必要に
なる場合もあります。その場合には、商用版を利用します。

商用版には、主に以下のEditionがあります。いずれも、定期的なアップデートや、サー
ビスパック、技術サポート、モニタリングツールやバックアップツールなどの便利な
ツールが使えます。詳細はこちらをご参照ください。
http://www-jp.mysql.com/products/

・MySQL Standard Edition
・MySQL Enterprise Edition
・MySQL Cluster Carrier Grade Edition

また、ハードウェアやアプリケーションへ組み込んで利用するための、組み込み用
Editionもあります。

コミュニティ版であるMySQL Community Serverと、商用版で最も利用されている
MySQL Enterprise Editionを比較すると、下の表のようになります。

MySQL Community Serverと
MySQL Enterprise Edition

MySQL  
Community Server

MySQL 
Enterprise Edition

費用 無償 有償
技術サポート コミュニティ Oracle
パッチの提供 コミュニティ Oracle
高度なモニタリング 

（MySQL Enterprise Monitor） なし あり

高度なバックアップ 
（MySQL Enterprise Backup） なし あり

http://www-jp.mysql.com/products/
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第2章
MySQLを動かそう

MySQLを使っていろいろなデータを取り扱う前に、まず、パソコ
ン を 用 意 し て、MySQLを イ ン ス ト ー ル し ま す。 本 書 で は、
Oracle社のMySQL公式サイトから、Windows用インストーラー
をダウンロードして、MySQLをインストールします。

●この章の内容
2-1	 インストールする環境を用意しよう･･･････････ 24
2-2	 MySQLをインストールしよう････････････････ 26
2-3	 MySQLを起動しよう････････････････････････ 32
2-4	 MySQLに接続してみよう････････････････････ 34
2-5　文字コードの設定を変更しよう･･･････････････ 38
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インストールの準備

MySQLをインストールする前に、動作環境な
どの基本を確認しておきましょう。本書では、
OSと し てWindows 8.1を 使 い、 そ の 上 に
MySQLをインストールします。インストールす
るパソコンは、特に、高性能なCPUや大量のメ
モリを必要としません。Windows搭載のデスク

トップ型あるいはラップトップ型パソコンであ
れば、通常は問題がありません。インストール
には、インターネットを利用するために、ネッ
トワーク環境に接続されている必要があります。
インストーラーを実行すると、MySQLサーバー
のほか、各種ツールもインストールされます。

インストールする環境を
用意しよう

2-1

本書で想定する動作環境

本書では、Windowsが動作しているパソコンにMySQLをインストールして実習しま
す。OSとしては、Windows 8.1 64ビット版を使って説明します。ただし、Windows 7
や32ビット版などほかのバージョンでも、基本的には動作は変わりません。

Windowsを利用するため、デスクトップ型パソコンを利用する場合は、ディスプレイ、
マウス、キーボード、ハードディスクあるいはSSDが必要です。ラップトップ型パソコ
ンを利用する場合は、別途用意する機器は必要ありません。

速度を気にしなければ、パソコンに搭載されているCPUを気にする必要はありませ
ん。ただし、Atom搭載のタブレットPCよりも、Core i3以上のパワーのあるCPUを使っ
ているパソコンの方が、快適にMySQLは動作します。

そのほか、インストールにインターネットを利用するために、インターネットに接続
できる環境が必要です。

パソコン インターネット接続


